
　令和 7年度第 1回定例会が、3月 3日から 3月 26 日まで開かれました。
　相生市長が述べた施政方針の要旨（一部抜粋）と、令和 7年度の当初予算案
の概要についてお知らせします。

　令和６年 1 月 1 日の能登半島地震発生から
１年以上が経過しましたが、今もなお、住民生
活や経済活動には大きな支障が生じておりま
す。また、兵庫県下に未曽有の被害をもたらし
た阪神・淡路大震災の発生から３０年の節目を
迎え、改めて、平常時からの災害への備えと、
安全・安心に暮らせるまちづくりの推進の重要
性を痛感しております。

令和 7年度 施政方針

　相生市におきましては、災害への備えはもとより、教育・子育て支援、定住
促進施策などの相生の元気づくりに引き続き取り組みながら、山陽自動車道ス
マートインターチェンジの設置に向けた調査をはじめとする、相生の未来を見
据えたまちづくりに全力で取り組んでまいりたいと考えております。

　本市を取り巻く環境は依然、厳しい状況が続くと予想されますが、その様な
中にあっても、市民の皆様が住みやすさを実感し、あらゆる世代が未来に希望
をもって暮らせるまちづくりを進めてまいります。
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民生費 (36.5%)
50 億 9,029 万円

公債費 (8.5%)
11 億 8,419 万円

土木費 (13.4%)
18 億 7,591 万円

総務費 (14.0%)
19 億 5,735 万円

教育費 (11.4%)
15 億 9,811 万円

衛生費 (8.2%)
11 億 3,921 万円

消防費 (4.0%)
5 億 5,213 万円

農林水産業費 (2.0%)
2 億 7,904 万円 その他 (2.0%)

2 億 7,377 万円

一般会計

　歳出

市税 (33.9%)
47 億 3,040 万円

地方交付税 (24.5%)
34 億 2,000 万円

国庫支出金 (16.6%)
23 億 1,891 万円

繰入金 (3.7%)
5 億 1,312 万円

市債 (2.5%)
3 億 4,960 万円

県支出金 (7.3%)
10 億 1,641 万円

その他交付金 (6.3%)
8 億 9,600 万円

使用料及び手数料 (1.8%)
2 億 4,846 万円

一般会計

　歳入

国民健康保険� ２８億８，８００万円

看護専門学校� ２億３，３００万円

介護保険� ３０億２，５００万円

後期高齢者医療保険� ６億６，２００万円

病院事業� ７億８，８２５万円

下水道事業� ３４億６，１２４万円

詳しい
予算概要はこちら

一般会計１３９億５，０００万円 （前年度比２．３％増）

予算総額 ２５０億７４９万円 （前年度比６．９％減）

公営企業会計 ４２億４，９４９万円

令和７年度当初予算概要

その他 (3.4%)
4 億 5,710 万円

特別会計 ６８億８００万円

 令和７年度の財政調整基金残高（見込）

　　１５億１，３４４万円
市の貯金

福祉 約１２万円

　高齢者、 福祉サービスなど

学校教育 約４万円

　学びの環境の充実など

その他 約９万円

　産業振興、 環境保全など

都市整備 約７万円

　道路、 公園の維持管理など

公債費 約４万円

　借金の返済

子育て 約６万円

　子育て環境の充実など

行政運営 約７万円

　事務、 システム費用など

防災 ・ 救急 約２万円

　安全 ・安心のまちづくりなど

約51万円

市民 1人あたり
予算は…
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相生市 の 未来 に向けた

未来を担う人と文化を育む「まち」

3 万円 150 万円 学校教育課

中学卒業時に確かな学力（英語能力）を持つ
子どもを育成することを目的に実施し、英語
学習へのさらなる意欲喚起および英語能力の
伸長を図る。補助対象を 5 級以上に拡充し、
同年度中に複数回受検した場合であっても
補助する（相生市立小・中学校に在籍する児
童・生徒に限る）。また、夏期休業中などに、

275 万円 生涯学習課

将来を担う子どもたちの生きる力を養うために、基礎学力の定着と自
学の姿勢を身に付けられるよう、実施する。ワークによる自学自習を
通して苦手意識を克服し、プログラミングを通して自分の力で問題を
解決する力を養う。

拡充

新規

管理課

小規模特認校制度導入事業 新規英検チャレンジ・
　　　　　バックアップ事業

相生っ子学び塾事業
（プログラミング教室を令和 7 年度より開設）

講師による英語対策講座を
実施し、英検合格のバック
アップを行う。

令和 7 年度当初予算は、子育て応援都市として、子育て・教育施策の更なる充実
を図るとともに、企業等防災サポーター制度の創設や自然環境保全事業など、「市
民協働のまちづくり」をすすめ、安全安心な社会環境づくりに取り組みます。

安心して暮らせる、強くしなやかな「まち」

企業等防災サポーター制度事業 新規3 万円 危機管理課

平常時から防災・減災対策に積極的に協力する意思を有する企業、
事業所、店舗、団体を「相生市企業等防災サポーター」として登録
する。当該企業に相生市企業等防災サポーター登録証を交付するほ
か、登録企業の名称、所在地、協力内容などを広く周知する。

～令和 7 年度の主な新規・継続事業～
新たなチャレンジ

第 2 次相生市立小中学校適正配置計画に基づき、
地域協議会で協議を進めてきた市立矢野小学校に
おいて、特色を活かした少人数教育を行い、児童数

を増やすため、市内
全域から就学できる

「小規模特認校制度」
を令和 8 年度より導
入する。（令和 7 年度
中に募集開始）

広報あいおい4 2025.4

特
　
　
集

ト
ピ
ッ
ク
ス

お
知
ら
せ

総
合
情
報

フ
ォ
ト



健やかな暮らしを守り支え合う「まち」

帯状疱疹ワクチン接種助成事業 994 万 8 千円 子育て元気課 継続
帯状疱疹の発症予防と経済的負担の軽減を図るため、ワクチン接種
に係る費用の一部を助成することにより、市民の心身の健康を増進
させる。

心地よい生活環境が保たれた「まち」

新規自然環境保全事業
産業および観光において、重要な役割を担っている「相生湾」が、
令和 6 年 3 月に「自然共生サイト」として環境省に認定された。豊
かな自然は、市民にとっても重要な「財産」ということを再認識し
てもらい、その保全と再生のため、啓発・広報活動を行い、環境保
全活動の市民参加を促す。

15 万円 環境課

暮らしを支える都市機能の整った「まち」

都市計画マスタープラン等改定事業 1,230 万円 都市整備課

平成 29 年 3 月に策定した「第 2 次相生市都市計画マスタープラン」
について、上位計画の改定や社会情勢、市民ニーズなどの変化を踏
まえ、策定から 10 年を経過する令和 9 年 3 月に向けて中間見直し
を行う。また、令和 2 年 3 月に策定した市街化調整区域の土地利用
方針を定めた「相生市土地利用計画」についても、改定を行う。

新規

2,050 万円 子育て元気課

妊婦等包括相談支援事業など様々な支援事業を効果的に組み合わせて、
妊婦等の身体的、精神的ケアおよび経済的な支援を実施する。また、
出産時の給付金を国の基準より、出産のお祝いやおむつ等育児用品の
購入費として 2 万円上乗せし、妊婦に寄り添った支援を充実させる。

新規妊婦のための支援給付事業

づくりを進める土台を強化する「まち」

新規デジタル基盤地図整備及び
ＧＩＳシステム導入事業

8,736 万７千円 企画広報課

デジタルデータ基盤を構築し、公開型ＧＩＳを利用して各種情報を
発信する。来庁せずとも必要な情報を得られる環境を整備し、利便
性向上や行政運営の効率化を図る。また、公開型ＧＩＳにて災害リ
スク情報を発信し、全ての市民が安全・安心に暮らせるまちを目指す。
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